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はじめに 

 

平成１６年３月にまとめられた「調布市地域情報化基本計画」は，市民，大

学，事業者及び市が参加した調布市地域情報化基本計画策定委員会における多

くの議論を経て策定されました。 

平成１６年５月には，地域情報化基本計画を具体的にどの様に推進していく

のか議論するため，調布市地域情報化基本計画推進委員会が設置されています。

この委員会では，市民による主体的な基本計画の推進のため，地域情報化基本

計画の実現を市民の手により行うことを目的としたＮＰＯ法人の設立や活動内

容，「民・産・学・官」が連携し，それぞれの特色を活かした具体的事業等につ

いて検討が行われました。 

平成１６年９月にＮＰＯ法人調布市地域情報化コンソーシアム（通称「クリ

ック」）が設立され，具体的な事業等の実施や市内の公的機関等のホームページ

の受託等を通じて関連する市民団体等をつなぐ地域情報化の中心的な存在へと

成長しています。 

また，市では，平成２０年６月に調布市地域情報化推進連絡協議会を設置し，

地域情報化推進への取組を進めています。平成２０年度と平成２３年度には地

域情報化の関連事業調査を実施していますが，該当する事業が６５事業から 

８２事業に，市民との協働により実施されている事業が，２５事業から５９事

業にそれぞれ拡大しており，市としての地域情報化推進の取組も一定程度成果

を上げています。 

そこで今回は，調布市地域情報化基本計画策定後，これまでの地域情報化に

ついて振り返るとともに，これからの地域情報化について推進するための仕組

や市が取り組むべき方向性について検討します。 
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第１章 これまでの地域情報化 

～「市民の手による」地域情報化～ 

 

１  地 域 情 報 化 基 本 計 画 の 策 定  

平成１６年３月に策定された「調布市地域情報化基本計画」は，平成 13

年 5 月の「調布市地域情報化基本計画策定に向けての懇談会」からの報告，

平成 14 年 3 月の「調布市地域情報化基本計画策定委員会」の発足を経て，

電気通信大学を中心に，市民，大学，事業者，行政の協働のもと，調布市に

おける地域情報化への基本計画として策定されました。 

 

【策定当時の調布情報化イメージ】 
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この地域情報化基本計画の策定にあたっては，利用者（生活者）のニー

ズを踏まえた上で情報技術を活用し，「市民が直面する課題や困難を解決し

たり，くらしやすいコミュニティを創出したりするため」の活動として，

市民（生活者）の「手」による地域情報化を目指し取組や作業が進められ

ました。特に，市民参加の理念のもと，市民，大学，事業者，行政が協働

して，地域に根ざす課題や問題点の解決に取り組む「調布方式」ともいう

べき手法がとられました。 

 

 

また，地域情報化基本計画の中では，市民の手による地域情報化を発展

的に進めていくための条件として，次の 7 点が挙げられています。 

 

(1) 公論・討論の必要性 

実際の会議や勉強会の他，ＩＴを活用しリアル・スペース（実際の「場」）

とバーチャル・スペース（ネットワーク空間における「場」）との組み合わ

せでコミュニケーションを図ること。 
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(2) 学びの場 

(1)の公論・討論を通して合理的な意思決定を行うために，合意形成促進

支援のための学習の機会を設けること。 

(3) 調整機関・組織の設置 

協働を組織化するために，第三セクターやＮＰＯ，大学等の合意形成促

進のための調整機関・組織を設置すること。 

(4) 専門知識・経験の獲得 

市民のサポートを行い，複雑化する社会システムや技術に対応するため

に市内のリソースを適切に活用すること。 

(5) 情報技術の「市民化」 

市民が使いやすく，デジタルデバイドを防ぐために，情報技術を市民に

分かりやすく実感できる事業を行うこと。 

(6) 計画の持続的形成と発展 

急速に発展する情報技術に対応し，手法やシステムを常に見直すために

学習活動を伴う持続的な事業を行うこと。 

(7) モニタリングシステムの構築 

計画の遂行をチェックするために市民が参加する継続的事業と適切な技

術的対応のための学習活動を行うこと。 

 

そのため，発展的に「調布方式」による地域情報化を推進するため，こ

れらの手法を活用していくこととなりました。 

また，地域情報化基本計画を実施するにあたっては，具体的施策の状況

把握や課題について整理する必要がありますが，この部分についても「調

布方式」により議論を重ねる組織が検討されました。この組織が調布市地

域情報化基本計画推進委員会です。 
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２  地 域 情 報 化 基 本 計 画 推 進 委 員 会  

平 成 １ ６ 年 ３ 月 の 地 域 情 報 化 基 本 計 画 の 策 定 を 受 け て ， 平 成  

１ ６ 年 ５ 月 に は ，「 調 布 市 地 域 情 報 化 基 本 計 画 推 進 委 員 会 （ 以 下

「 推 進 委 員 会 」 と い う 。）」 が 設 置 さ れ ， 地 域 情 報 化 基 本 計 画 を 具

体 的 に ど の よ う に 推 進 し て い く か 検 討 が 進 め ら れ ま し た 。  

具 体 的 に は ， 地 域 情 報 化 基 本 計 画 の 実 施 段 階 と し て ， 地 域 情 報

化 施 策 の 状 況 把 握 と ， そ れ ら の 発 展 を 図 る た め の 課 題 を 明 ら か に

す る と と も に ， 地 域 情 報 化 基 本 計 画 の 更 な る 充 実 に 向 け て ， そ の

内 容 を 補 強 す る た め の 課 題 を 検 討 し ， 取 り ま と め る こ と を 目 標 と

し て い ま し た 。  

取 り ま と め に あ た っ て は ，計 画 に 関 連 の 深 い 部 署（ 産 業 振 興 室 ，

市 民 参 加 推 進 室 ， 図 書 館 ） に 地 域 情 報 化 の 現 状 と 予 定 に つ い て ヒ

ア リ ン グ を 行 い ， 基 本 計 画 と の す り 合 わ せ を 行 っ て い ま す 。  

ま た ， 推 進 委 員 会 の 検 討 過 程 の 中 で は ， 市 民 に よ る 主 体 的 な 基

本 計 画 の 推 進 が 必 要 不 可 欠 で あ る こ と か ら ， 地 域 情 報 化 基 本 計 画

の 実 現 を 市 民 に よ り 行 う こ と を 目 的 と し て 設 立 準 備 が 進 め ら れ

て い た Ｎ Ｐ Ｏ 法 人『 調 布 市 地 域 情 報 化 コ ン ソ ー シ ア ム 』（ 以 下「 ク

リ ッ ク 」 と い う 。） の 活 動 計 画 に つ い て も 議 論 が 行 わ れ ま し た 。  

推 進 委 員 会 で は ， 今 後 の 調 布 市 の 地 域 情 報 化 事 業 に お け る 市 民

か ら の 窓 口 に も こ の ク リ ッ ク が な る こ と で ， 事 業 者 ・ 市 民 ・ 教 育

機 関 の 協 働 の 継 続 を 図 る こ と が 出 来 る こ と が 確 認 さ れ ま し た 。  

さ ら に ク リ ッ ク が 具 体 的 事 業 を 行 っ て 地 域 情 報 化 を 推 進 し ， 多

く の 市 民 が か か わ る 協 働 の 受 け 皿 と し て 機 能 す る た め に も ， 図 書

館 を 拠 点 と し た 地 域 情 報 化 に 関 す る 諸 活 動 と 防 災 ・ 防 犯 ・ 緊 急 情

報 に 関 す る 情 報 連 携 及 び 地 域 イ ン タ ー ネ ッ ト デ ー タ セ ン タ ー （ Ｉ

Ｄ Ｃ ） に 関 す る 基 本 計 画 の 補 強 に つ い て 検 討 が 行 わ れ ま し た 。  
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推 進 委 員 会 で 検 討 さ れ た ク リ ッ ク の 当 面 の 主 要 な 活 動 計 画  

市 民 活 動 分 野  １ 市役所・社会福祉協議会・調布市文化・コミュニティ振興財

団等との連携による「市内市民団体，サークル等の情報整理・

提供」 

２ 同様な提携による「市内施設情報の整理・提供」及び，これ

と連動した「各種イベント情報の整理・提供」 

３ 市民団体を対象とした「告知宣伝支援」及び「団体間・団体

内の情報伝達支援」 

４ 地域に埋もれている情報の整理・活用（基本計画記載：ご近

所さんねっと）  

５ パソコンを含む情報技術や機器の講習・アドバイス等の支援

産 業 分 野  １ 市内事業所情報の収集・整理 

２ １店１事業所１ホームページ運動の推進 

３ 産業活性化を目的とした企画，情報提供・収集，冊子作り等

４ パソコンを含む情報技術や機器の講習・アドバイス等の支援

そ の 他  １ コミュニティビジネスの創出 

２ 上記「市民活動分野」及び「産業分野」にて行った活動をと

りまとめ，地域コミュニティの活性化につながる「地域ポータ

ルサイト」の検討 

３ 地域メディアの連携を図る「地域メディア協議会」の設立の

検討 

４ 主に公的団体を対象としたホームページ制作・運営の支援 

５ インターネット（インフォメーション）データセンターの検

討 

６ 「みんなdeねっとII」等，当団体の趣旨に賛同又は活動の目

標を同じくする団体への支援・連携 
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３  地 域 情 報 化 に お け る ク リ ッ ク の 役 割  

(1) 地域情報化推進に向けたクリックの取組事業 

推進委員会での検討を受けて設立されたクリックでは，平成１８年，

１９年には地域情報化基本計画の具体化に向けて，農業を含む産業分野，

ＮＰＯ法人や市民活動団体を含む市民分野，特性を活かしてリソースを

地域に還元する大学を含む教育機関など，地域情報化基本計画策定にお

いて携わった市民や関係者などと協働して事業を実施し，調査，研究を

進めています。 

 

ア 「ＩＴのまち調布」づくりに向けた事業者実態調査・研究事業 

事業 

名称 

調布 地元の“新鮮”冬野菜！ 

～市内直売所をライブカメラで，チェック～ 

事業 

内容 

調布の資産・資源の１つである「農業」を活性化するため，

市民に直売所をアピールする。 

また，市内農家に対して地域情報化への意識向上を図るこ

とを目的に，市民の方に直売所の場所を知ってもらう事業を

実施した。 

ブロードバンドネットワークを最大限活用する手段とし

て，WEBカメラ，ポータルサイト「ちょうふどっとこむ」を

活用した。 

実施 

期間 
平成１８年１２月２３日～平成１８年１２月３０日 

 

事業 

名称 調布市地域インターネットデータセンター（ＩＤＣ）構想調査

事業 

内容 

「調布市地域情報化基本計画」において，地域情報化の拠

点としての公共ＩＤＣの重要性と必要性が提示されたこと

から，防災センターとの併設による公共ＩＤＣ設置について

の有効性が示唆された。 

計画策定後の技術革新と経済情勢の変化を踏まえ，調布市

における地域インターネットデータセンター（ＩＤＣ）構想

の実現に向けての調査を行った。 

実施 

期間 
平成１８年１２月２３日～平成１８年１２月３０日 
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事業 

名称 

平成１8 年度市内事業者のためのＩＴ講習会 

-ホームページを使って自ら定期的な情報発信をしませんか- 

事業 

内容 

事業者に向けたＩＴ講習会を通した地域情報化の推進と

行・学・民の連携強化を目的とし，様々な理由で継続的にホ

ームページを更新できない，またホームページを作成してい

ない事業者が，自ら定期的に情報を発信するために必要なパ

ソコン・インターネット・ホームページの知識習得をはじめ，

ホームページの効果的な運用方法まで幅広く学ぶことを通

じ，産業分野での地域情報化の推進を図ることができきるよ

う，調布市産業振興室主催のＩＴ講習会において電気通信大

学共同研究センター事業協力会との協働のもと，企画を行っ

た。 

実施 

期間 
平成１８年１０月２３日～平成１８年１２月６日 

 

事業 

名称 

市民活動団体への地域情報化に関する支援 

-市民団体同士のネットワークを活用したＩＴ講習会におけ

る調査・研究- 

事業 

内容 

市民団体・ボランティア活動をしている一般市民に，パソ

コンを活用してより効率的に活動してもらえるようパソコ

ンの指導を行い，パソコンに対する興味と技術を身につけて

もらい，同時に他の団体との交流の機会を持つことを目的

に，市民活動へのＩＴ活用と参加団体同士の交流の『市民団

体向けＩＴ講座』を開催している団体への協力・支援を行っ

た。 

実施 

期間 
平成１８年７月１４日～平成１９年２月１４日 

 

イ 「ＩＴを活用したコミュニティ・レベルでの人づくり」事業仕様・

経費等調査研究 

事業 

名称 

ご近所さんネットにつながる地域情報システム 

-調布市生涯学習情報システム・市民活動情報システムの連

携と公民協働の在り方の調査・研究- 

事業 

内容 

地域情報システムの成立に向けた『生涯学習・市民活動情

報データベース（現さがす見つかるシステム）』の構築方法

と，新システムづくりのための行政・市民協働の在り方を，

調布市地域情報化基本計画の特色である「市民の視点」，情

報の『受信』と『発信』をテーマに，調布市地域情報化基本

計画における「ご近所さんシステム」とリンクさせながら調

査することで，市民への分かりやすい情報発信となるか，さ

らに，行政と市民の協働の在り方の範例となりえるかを研究

考察した。 

実施 

期間 
平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日 
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ウ 「市民の手による地域情報発信」事業仕様調査検討 

事業 

名称 

地域人材情報の WEB 化 

～調布市立図書館における地域情報活用に関する調査・研究～

事業 

内容 

調布市民が持つ地域情報のより効率的な発信と，図書館に

おける地域情報の活用による調布市地域情報化の推進及び

発展を目的とし，市内で活躍する多数の市民を紹介する調布

ＦＭのラジオ番組と調布市立図書館が地域情報化事業の一

環として行っている，「調布市立図書館 まちの資料情報館」

のWEBサイトを連動させることで，多くの市民が欲する人材

情報データベースとして，地域にある情報のより効率的な発

信方法と図書館における地域情報の活用方法モデルとして，

調査・研究を行った。 

実施 

期間 
平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日 

 

エ 「調布市地域情報化基本計画」についての啓発・周知 

事業 

名称 
地域情報化促進に向けたポスター・チラシ製作 

事業 

内容 

調布市内の事業者及び市民団体を対象に，インターネット

を活用した情報発信を促すこと，また，その活動を促進させ

るための当団体の認知度向上を目的に，地域情報化推進のた

めのポスター・チラシ（Ａ３ 両面 カラー ２つ折，１０００

枚）を製作した。 

実施 

期間 平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日 

 

オ 「市民の手による地域情報発信」実態調査 

事業 

名称 
地域の動画情報コンテンツの利活用に関する調査研究 

事業 

内容 

調布市地域情報化基本計画に述べられている，”くらしを

支えるネットワークづくり－市民の手による地域情報発信

－”の実現のための基本調査として，市民団体や地域活動の

ビデオ（動画情報）をインターネット経由で配信することが，

市民の地域情報の収集と理解向上に対してどの程度の効果

があるかを把握するとともに地域情報の発信におけるイン

ターネット動画配信の課題の抽出と解決への検討を行った。

実施 

期間 
平成１９年１１月１日～平成２０年２月１日 

 



10 

カ 「ＩＴのまち調布」づくりに向けた情報閲覧者実態調査等調査研究 

事業 

名称 

1店1事業所1ホームページにつながる，調布の飲食店のため

の効果的なWEBサイト設計・構築に関する調査研究 

事業 

内容 

『飲食店／顧客双方にとって価値の高いサイトを構築する』

ことで，地域住民の地元店舗利用率の向上などの地域の活性

化に貢献することを目的とし，ヒアリングを重点に置いた現

状調査を行った。 

実施 

期間 
平成１９年５月～平成２０年１月 

 

キ 「ＩＴのまち調布」づくりに向けた事業者実態調査・研究事業 

事業 

名称 
市内事業者のためのＩＴ講習会事業報告書 

事業 

内容 

平成１８年度に引き続き，事業者に向けたＩＴ講習会を通

した地域情報化の推進と行・学・民の連携強化を目的とし，

様々な理由で継続的にホームページを更新できない，またホ

ームページを作成していない事業者が，自ら定期的に情報を

発信するために必要なパソコン・インターネット・ホームペ

ージの知識習得をはじめ，ホームページの効果的な運用方法

まで幅広く学ぶことを通じ，産業分野での地域情報化の推進

を図ることができるよう，調布市産業振興室主催のＩＴ講習

会において電気通信大学共同研究センター事業協力会との

協働のもと，企画を行った。 

実施 

期間 平成１９年6月２０日～平成１９年１１月１３日 

 

ク 「市民の手による地域情報発信」調査研究 

事業 

名称 

地域人材情報のWEB化 

～調布市立図書館における地域情報活用に関する調査・研究～

事業 

内容 

調布市民が持つ地域情報のより効率的な発信と，図書館にお

ける地域情報の活用による調布市地域情報化の推進及び発

展を目的とし，市内で活躍する多数の市民を紹介する調布Ｆ

Ｍのラジオ番組と調布市立図書館が地域情報化事業の一環

として行っている，「調布市立図書館 まちの資料情報館」の

WEB サイトを連動させることで，多くの市民が欲する人材

情報データベースとして，地域にある情報のより効率的な発

信方法と図書館における地域情報の活用方法モデルとして，

調査・研究を行った。 

実施 

期間 平成１９年４月１日～平成２０年２月２８日 
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ケ 「ＩＴを活用したコミュニティ・レベルでの人づくり」事業仕様等

の調査研究・事業 

事業 

名称 

生涯学習・市民活動情報システムの仕組みとあるべき姿につ

いて 

事業 

内容 

平成１９年７月１日より調布市ホームページ内において，

「調布市生涯学習・市民活動情報システム『さがす見つかる

システム』（以後『さがす見つかるシステム』）」の運用が開

始された。運用から９か月経た段階での『さがす見つかるシ

ステム』が，導入した複数の WEB サイトにおいて，お互い

を補完する形で情報を共有し，市民に分かりやすく情報発信

することに役立つかを調査するとともに，今後どのような発

展のための可能性があるかを研究，考察した。 

実施 

期間 
平成１９年４月１日～平成２０年１月３１日 

 

コ 「調布市地域情報化基本計画」についての啓発・周知 

事業 

名称 
地域情報化計画の促進ＰＲ事業 

事業 

内容 

地域情報化基本計画促進に向けた啓蒙・周知を目的として，

市民団体・サークル活動を紹介するイベントにおいてのポス

ター掲出，及びパンフレット配布を行った。 

実施 

期間 平成１９年４月１日～平成２０年１月３１日 
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(2) 地域情報化におけるクリックの取組 

クリックが継続的に市民活動やサークル活動をサポートし，地域情報

化の推進にかかわっていくためには，活動の基盤となる事業の受託が必

要となります。前述した「地域情報化推進に向けたクリックの取組事業」

を受託し，実施する中でクリックは担える事業の幅を広げ，市民活動の

域を超えた実力をつけていきます。 

そして，クリックでは，平成１７年２月に調布市市民プラザあくろす

に設置された，「調布市産業振興センター」，「男女共同参画推進センター」

及び「市民活動支援センター」の各ウェブサイト，そして平成１８年７

月に開設された「調布市生涯学習・市民活動情報システム『さがす見つ

かるシステム』（以下「さがす見つかるシステム」という。）」を含むネッ

トワークをクリックが構築することで，地域情報化基本計画の中で挙げ

られた『くらしを支えるネットワークづくり－市民の手による地域情報

発信－』の具現化の一端となり，その後の「仙川音楽芝居小屋（現・せ

んがわ劇場）」，「調布市社会福祉協議会」とのイベント情報共有，そして，

「調布の特性を考えた情報化－いつでも・どこでも・誰でもできる情報

発信－」へつながっています。 

「さがす見つかるシステム」を中心とした情報のネットワークは，複

数の市内公的施設，公的機関と市民団体で活用が進み，情報の共有が進

んでいます。 

以下，現在「さがす見つかるシステム」と，共有されている事業を確

認するとともに，クリックが地域情報化のために受託，実施している事

業について調査し，その事業においてのクリックの役割について分析を

行いました。 
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ア さがす見つかるシステム 

「 調 布 市 」 か ら 発 信 す る 情 報 と

「 市 民 活 動 支 援 セ ン タ ー 」か ら 発 信

す る 情 報 を 共 有 し ， そ の 情 報 を 「 ち

ょ う ふ ど っ と こ む 」な ど の 民 間 情 報

と も 連 携 さ せ る こ と で ，市 民 の 知 り

た い 情 報 を 見 つ け や す く 提 供 す る

シ ス テ ム で す 。  

活 動 情 報 を 登 録 し た 団 体 が ， 自 ら 情 報 更 新 ・ 発 信 を す る 機

能 も 備 え ， 市 内 に お け る 情 報 を 幅 広 く 提 供 す る こ と が 可 能 と

な っ て い ま す 。  

現 在 は 調 布 市 男 女 共 同 参 画 推 進 セ ン タ ー ， 調 布 市 産 業 振 興

セ ン タ ー ， 調 布 市 せ ん が わ 劇 場 の 各 ホ ー ム ペ ー ジ と も 連 動 し

て お り ， 今 後 の 情 報 共 有 の ネ ッ ト ワ ー ク の 強 化 と ， イ ベ ン ト

情 報 の 機 能 で あ る 事 前 告 知 ， 実 施 記 録 の 充 実 に よ る 情 報 発 信

力 の 強 化 が 目 標 と な っ て い ま す 。 ま た ， 平 成 24 年 6 月 か ら

は 調 布 市 の ホ ー ム ペ ー ジ と の 連 携 を 開 始 し て い ま す 。  

 

イ  調布市市民活動支援センターホームページ 

「 市 民 参 画 に よ る  住 み つ づ け た い

ま ち づ く り 」 ,「 未 来 へ の 希 望 が 持 て

る 社 会 の 実 現 」を 目 指 し て ，様 々 な 分

野 の 市 民 活 動 を 支 援 し ，協 働 の プ ラ ッ

ト フ ォ ー ム 整 備 を す す め る こ と を 目

的 と し た ホ ー ム ペ ー ジ で す 。  

活 動 情 報 を 登 録 し た 団 体 が ，自 ら 情

報 更 新・発 信 を す る こ と も 可 能 に し て

い る た め ，市 内 に お け る 情 報 を 幅 広 く

提 供 す る こ と が で き ま す 。  
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ウ  調布市産業振興センターホームページ 

調 布 市 産 業 振 興 セ ン タ ー ホ ー ム ペ

ー ジ は ， 創 業 を 志 す 方 や 中 小 企 業 が

抱 え る 経 営 課 題 解 決 の サ ポ ー ト を す

る た め ， 創 業 支 援 や ， セ ミ ナ ー ・ 相

談 の 情 報 を 常 時 発 信 し て い ま す 。  

セ ミ ナ ー 情 報 で は 申 込 フ ォ ー ム

も 設 置 さ れ ，そ の 場 で 参 加 を 申 し 込

む こ と が で き る よ う に な っ て い ま

す 。  

 

 

 

エ  男女共同参画推進センターホームページ 

男 女 共 同 参 画 推 進 セ ン タ ー ホ ー ム

ペ ー ジ は ， 男 女 共 同 参 画 推 進 プ ラ ン

推 進 ，配 偶 者 暴 力 防 止 の た め の 施 策 ，

団 体 活 動 支 援 ， 男 女 共 同 参 画 を 推 進

す る た め の 講 演 会 や 講 座 ， 相 談 事 業

の 情 報 発 信 や ， 広 報 紙 の ダ ウ ン ロ ー

ド で の 配 布 を 行 っ て い ま す 。  

ま た ， 女 性 の 交 流 と 社 会 参 画 を 目

指 し て ， 公 募 市 民 の 参 画 す る 男 女 共  

同 参 画 推 進 に 関 す る 会 議 等 の 内 容 も 発 信 し ， 男 女 共 同 参 画 社

会 の 実 現 の 促 進 ， 活 動 の 活 性 化 に 努 め て い ま す 。  

平 成 ２ ４ 年 度 に は 育 児 や DV 防 止 の 取 り 組 み を よ り 効 果 的

に 情 報 発 信 で き る よ う リ ニ ュ ー ア ル 作 業 を 行 い ま し た 。  
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オ  調布市公式ホームページ運営補助 

調 布 市 広 報 課 に 月 曜 か ら 金 曜 日

の 9 時 ～ 17 時 ま で ス タ ッ フ を 常 駐

さ せ ，調 布 市 ホ ー ム ペ ー ジ に お け る

コ ン テ ン ツ 承 認 作 業 の ほ か ，ホ ー ム

ペ ー ジ 運 営 の 補 助 業 務 を 行 っ て い

ま す 。  

「 さ が す 見 つ か る シ ス テ ム 」と の

連 動 も 踏 ま え ， 調 布 市 公 式 Twi t t e r

な ど も 含 め た 市 民 の 知 り た い 情 報

が 見 つ け や す く 提 供 で き る よ う に

し て い ま す 。  

ま た ， 多 様 な 市 民 に ネ ッ ト ワ ー ク を 持 つ ク リ ッ ク な ら で は

の 「 よ り よ い 調 布 市 ホ ー ム ペ ー ジ に つ い て 」 の ヒ ア リ ン グ も

随 時 行 え る よ う に な っ て い ま す 。  

 

カ  調 布 市 せ ん が わ 劇 場 ホ ー ム ペ ー ジ  

調 布 市 せ ん が わ 劇 場 の ホ ー ム ペ

ー ジ で は ，「 調 布 市 せ ん が わ 劇 場 」

が 舞 台 芸 術 活 動 を 「 支 援 」 す る 機

能 と 市 民 が 舞 台 芸 術 を 「 学 ぶ 」 機

能 ， そ し て ， 施 設 の 運 営 に 市 民 が

『 参 画 』 す る 機 能 を 備 え ，『 舞 台 芸

術 を 楽 し む 市 民 』 を 育 成 し ， 支 援  

す る 拠 点 に な る こ と を 目 的 に 公 演 情 報 や イ ベ ン ト 情 報 ， 自 主

事 業 で あ る ア ン サ ン ブ ル の 活 動 な ど の 情 報 を 発 信 し て い ま す 。  

さ ら に ， 今 年 度 は よ り 分 か り や す い 予 約 情 報 と 事 務 作 業 の

効 率 化 の た め に ， 劇 場 側 の 事 務 作 業 が リ ア ル タ イ ム で 反 映 さ

れ る 予 約 シ ス テ ム の 改 修 作 業 を 行 っ て い ま す 。  
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キ  調 布 市 立 図 書 館 「 ま ち の 資 料 情 報 館 」 ホ ー ム ペ ー ジ  

市 民 の 手 に よ る 「 ま ち の 資 料 情 報

館 」 協 力 者 会 に 協 力 し ， 情 報 発 信 の

補 助 を 行 っ て い る ほ か ， 市 民 が 随 時

更 新 で き る シ ス テ ム を 提 供 し て い ま

す 。  

ホ ー ム ペ ー ジ で は 調 布 ゆ か り の 文

豪 や 深 大 寺 そ ば ， 調 布 市 民 放 送 局 と

協 力 し た 各 界 で 活 躍 す る 調 布 市 民 の

紹 介 な ど の 情 報 を 発 信 し て い ま す 。  

各 情 報 か ら は 図 書 館 の 蔵 書 検 索 と リ ン ク し て お り ， 興 味 を

持 っ た 図 書 資 料 を 検 索 し ， 予 約 す る こ と が で き ま す 。   

 

ク  調 布 市 社 会 福 祉 協 議 会 イ ベ ン ト シ ス テ ム  

調 布 市 社 会 福 祉 協 議 会 の ホ ー ム ペ

ー ジ に 設 置 さ れ た イ ベ ン ト シ ス テ ム

で は ， 調 布 市 社 会 福 祉 協 議 会 の 主 催

す る 事 業 や 講 座 ， 施 設 で の イ ベ ン ト

が 調 布 市 の 地 域 情 報 サ イ ト で あ る

「 ち ょ う ふ ど っ と こ む 」 と 連 携 し て

表 示 さ れ る よ う に な っ て い ま す 。  

ま た ，「 さ が す 見 つ か る シ ス テ ム 」と 情 報 を 共 有 化 す る こ と

も 可 能 に な っ て い ま す 。  

さ ら に ， 平 成 ２ ４ 年 度 は 「 ち ょ う ふ ど っ と こ む 」 の イ ベ ン

ト シ ス テ ム の リ ニ ュ ー ア ル に 合 わ せ ，事 業 の 報 告 の 充 実 ，「 調

布 経 済 新 聞 」 な ど に 掲 載 さ れ た 記 事 へ の リ ン ク も さ れ る 予 定

で す 。  
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このように，現在までクリックでは，地域の情報をつなげるためのシ

ステムの充実に寄与する事業を行ってきました。同時に，市内では数多

くの団体が映像や，音声での地域情報の発信の活動を発展させてきてい

るなど，個別の活動と，それぞれの団体の活動が活発になってきていま

す。また，市内の大学生や若手の商店主，シニアや保護者世代など，そ

れぞれの世代としての動きも活発になってきています。 

市民の手による地域情報化を進める手段の一つとして，クリックが設

立され，市と地域情報化に関連する団体をつなぐ役割を果たす責任があ

ることから，今後，クリックではこれまで整えてきたシステムと，市と

のつながりを活かし，多くの市民の意見が集まる「場」と，それぞれが

やりがいを感じることのできる「活動」のために事業を行っていくこと

が必要だと考えられます。 
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４  地 域 情 報 化 に お け る 市 の 取 組  

(1)  調 布 市 地 域 情 報 化 推 進 連 絡 会 議  

調 布 市 地 域 情 報 化 基 本 計 画 に 基 づ き ， 市 民 ， 事 業 者 ， 教 育 機 関

等 及 び 行 政 の 協 働 に よ る 地 域 情 報 化 を 推 進 す る た め ， 平 成 ２ ０ 年

７ 月 に 調 布 市 地 域 情 報 化 推 進 連 絡 会 議 （ 以 下 「 推 進 連 絡 会 議 」 と

い う 。 ） を 設 置 し て い ま す 。  

委 員 の 構 成 と し て は ， こ れ ま で 実 施 し た 地 域 情 報 化 関 連 事 業 の

所 管 課 ， 部 の 庶 務 担 当 課 が 中 心 と な っ て い ま す 。 こ の 会 議 を 通 じ

て 庁 内 に お け る 地 域 情 報 化 に つ い て の 情 報 共 有 ， 連 絡 調 整 を 図 り ，

個 別 の 事 業 実 施 等 に あ た っ て は ， 構 成 委 員 に 限 ら ず 関 連 部 署 と 連

携 し ， 更 に 地 域 情 報 化 を 推 進 す る こ と と し ま し た 。  

(2)  地 域 情 報 化 関 連 事 業 の 推 進  

平 成 ２ ０ 年 ７ 月 に 開 催 さ れ た 第 １ 回 の 推 進 連 絡 会 議 に お い て ，

今 後 市 と し て 更 に 地 域 情 報 化 を 推 進 し て い く た め に は ， 平 成 １ ６

年 ３ 月 に 「 地 域 情 報 化 推 進 基 本 計 画 」 が 策 定 さ れ て 以 降 ， ど の よ

う な 取 り 組 み が 行 わ れ て き た の か 現 状 を 把 握 す る 必 要 性 が 議 論

さ れ ま し た 。 ま た ， こ の 調 査 に 併 せ て 今 後 の 市 民 と の 協 働 の 可 能

性 に つ い て も 調 査 を 実 施 し ま し た 。  



19 

※ ※ ※  平 成 ２ ０ 年 度 地 域 情 報 化 関 連 事 業 に 係 る 調 査  ※ ※ ※  

● 調 査 内 容  

各 課 に お い て 所 管 す る 事 業 の う ち 次 の 内 容 に 該 当 す る 事 業 に

つ い て 回 答 を 求 め る 。  

対 象 と し た 事 業  
該 当

件 数

１  
市 民 に 向 け て 情 報 発 信 す る も の （ 発 信 す る メ デ ィ

ア は 問 わ ず 。 ）  
４ ７

２  市 民 ニ ー ズ を 収 集 す る も の  ７

３  市 民 ・ 地 域 の 情 報 を 収 集 ・ 活 用 す る も の  １ ９

４  
地 域 メ デ ィ ア（ 調 布 Ｆ Ｍ 放 送 ，ケ ー ブ ル テ レ ビ 等 ）

を 活 用 す る も の  
６

５  
そ の 他 ， 情 報 発 信 ・ 情 報 収 集 ・ 市 民 と の 協 働 事 業

と し て 考 え ら れ る も の  
３ ７

※ 該 当 件 数 は ， 重 複 あ り 。  

● 調 査 結 果 概 要  

調 査 の 結 果 ， ２ ８ 課 か ら ６ ５ 事 業 に つ い て 地 域 情 報 化 関 連 事 業

と し て 回 答 が あ り ま し た 。  

回 答 が あ っ た ６ ５ 事 業 の う ち ， 市 民 と の 協 働 実 施 の 可 能 性 が あ

る 事 業 が ３ ７ 事 業 ， 実 際 に 市 民 と 協 働 実 施 を し て い る 事 業 が ２ ５

事 業 あ り ま し た 。  

 

こ の 調 査 を 受 け て 開 催 さ れ た 第 ２ 回 の 推 進 連 絡 会 議 で は ， 地 域

情 報 化 関 連 事 業 の 現 状 や 市 民 と の 協 働 に あ た っ て の 課 題 な ど が

話 し 合 わ れ ， 個 別 の 事 業 に つ い て は ， ク リ ッ ク と も 調 整 し な が ら

進 め て い く こ と が 確 認 さ れ ま し た 。  

さ ら に ， 平 成 ２ ２ 年 度 に は ， 第 ４ 次 行 財 政 改 革 ア ク シ ョ ン プ ラ

ン に 位 置 付 け ら れ ， 改 め て 地 域 情 報 化 の 推 進 に つ い て 検 討 す る 中

で 平 成 ２ ０ 年 度 の 調 査 以 降 ， 地 域 情 報 化 関 連 事 業 が ど の 程 度 推 進

さ れ た の か ， ま た ， 市 民 と の 協 働 に よ る 取 組 が ど の 程 度 実 施 さ れ

た の か を 確 認 す る た め 地 域 情 報 化 関 連 事 業 調 査 を 実 施 し ま し た 。 
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※ ※ ※  平 成 ２ ３ 年 度 地 域 情 報 化 関 連 事 業 の 調 査  ※ ※ ※  

● 調 査 内 容  

各 課 に お い て 所 管 す る 事 業 の う ち 次 の 内 容 に 該 当 す る 事 業 に

つ い て 回 答 を 求 め る 。  

対 象 と し た 事 業  
該 当

件 数

市 民 に 向 け て 情 報 発 信 す る も の の う ち 市 民 と の 協 働

の 可 能 性 が あ る も の （ 発 信 す る メ デ ィ ア は 問 わ ず ）  
４ ０

地 域 メ デ ィ ア （ 調 布 Ｆ Ｍ 放 送 ， ケ ー ブ ル テ レ ビ 等 ） を

活 用 す る も の  
２ ３

市 民 が 必 要 と す る 情 報 を 調 査 ， 収 集 す る も の  １ ７

市 民 の 情 報 発 信 を サ ポ ー ト す る も の  ２ ９

市 民 向 け Ｉ Ｔ 講 座（ パ ソ コ ン 教 室 等 ）を 開 催 す る も の  ４

そ の 他 ，現 在 検 討 中 の 事 業 で 上 記 各 号 に 該 当 す る も の  １

※ 該 当 件 数 は ， 重 複 あ り 。  

● 調 査 結 果 概 要  

今 回 の 調 査 は ， 平 成 ２ ０ 年 度 に 実 施 し た 前 回 調 査 の 調 査 内 容 ，

調 査 結 果 を 引 き 継 ぎ つ つ ， 対 象 事 業 に つ い て は ， 文 言 の 整 理 等 を

行 っ た う え で 実 施 し ま し た 。  

調 査 の 結 果 ， 前 回 調 査 の ２ ８ 課 ， ６ ５ 事 業 を 上 回 る ２ ９ 課 ，   

８ ２ 事 業 に つ い て 地 域 情 報 化 関 連 事 業 と し て 回 答 が あ り ま し た 。  

回 答 が あ っ た ８ ２ 事 業 に つ い て は ， そ の う ち ５ ９ 事 業 が 市 民 と

の 協 働 に よ り 実 施 さ れ て お り ， 前 回 調 査 の ２ ５ 事 業 を 大 幅 に 上 回

る 結 果 と な り ま し た 。  

 

こ の 調 査 結 果 か ら ，地 域 情 報 化 関 連 事 業 の 拡 大 や 市 民 の 手 に よ る

地 域 情 報 化 が 一 定 程 度 達 成 さ れ て い る 現 状 が 確 認 で き ま し た 。  
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第２章 地域情報化のこれから 

１ 地域情報化を取り巻く社会状況の変化 

地域情報化のこれからを考えるうえで，市民と事業を取り巻く社会環境

や技術の革新には絶えず注意を払うことが必要です。ここでは，地域情報

化基本計画作成後の情報化社会の変化についてまとめます。 

(1) ハードウェアの変遷 

情報化社会で情報を得るための，インターネットにつながる端末とし

ては，調布市地域情報化基本計画策定時である平成１６年には，主たる

端末はパソコン，補足的な位置づけとしてケータイ（携帯電話）を用い

てのインターネット接続とされており，この２つの方法が中心でした。 

現在でも，これら端末の地位は揺らいでいませんが，近年，ゲーム機

を利用してのインターネット接続やタブレット型ＰＣといわれる，パソ

コンと携帯電話の中間にあたる端末も製品数，利用者が増えているのも

現状です。 

パソコン自体も小型軽量化が進み，比較的安価なネットブック，ウル

トラモバイルＰＣと呼ばれるものも普及してきています。ＰＣの「一家

に一台」から，「一人に一台」の流れを生んでいる要因ともいえます。パ

ソコンを使用する場所としては自宅内や学校が基本計画策定時にはほと

んどでしたが，最近では飲食店や電車の中，屋外での利用は当然になる

と同時に，無線 LAN スポットやＷｉ－Ｆｉなどの増加により，使用場

所が限定されなくなってきたといえます 

携帯電話の情報端末としての位置づけもこの８年間で変化しました。

スマートフォン（多機能携帯電話）というパソコンとほぼ同様の機能を

持つ機種が普及したことが大きな要因です。これら新しいハードウェア

の台頭により，「一家に一台」と表現されていたパソコンが，形は違えど

「一人一台」となることで，各自でのインターネットへのアクセスが容

易になり，インターネット利用者層の低年齢化・多年齢化が進むことか

ら，セキュリティーへの正しい知識と，氾濫する情報から有効な情報を

正当に入手するための知識が必要となっています。 
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(2) ネットワークの変遷 

光回線接続などの高速回線の普及により，パソコンの環境ではインタ

ーネット上の動画など大容量データを扱うことが容易になりました。ケ

ータイを用いたインターネット利用も引き続き行われていますが，スマ

ートフォンを利用するユーザーが増えたことにより，携帯端末でも大容

量データの扱いが増えることになりました。以前はケータイでページを

閲覧する際はケータイ向けに作られたサイトが中心でしたが，ＰＣ向け

サイトもほぼ表示されるようになったことも理由の一つです。反面，一

部ユーザーによる大容量データ通信により，ネットワーク全体への負荷

につながるなどの問題も発生しています。 

屋外で利用可能な公衆無線ＬＡＮやモバイルルーターなどのサービス

も増加していることから，今まで以上にあらゆる場所での利用が増える

ことが予想されます。 

(3) WEB サイト構築の変遷 

平成１６年の地域情報化基本計画策定時には，WEB サイトを構築し，

外部からの問い合わせに対してメールフォームを設置，コミュニケーシ

ョンのツールとしてＢＢＳ（電子掲示板）などを設置するという方法が

主流でした。構築には一定の知識が必要であり，維持・更新にも時間と

労力をかけることが当然となっていましたが，ＡＳＰ（アプリケーショ

ンサービスプロバイダ）など，ソフトと専門技術の必要ない技術の台頭

により，ＷＥＢサイトの構築が一般市民でも簡単に行えるようになって

きました。 

まずはブログサービスの台頭です。ブログサービスとは会員登録する

だけで使用することができる日記のようなイメージで，WEB サイト作成

の知識がなくても手軽に利用でき，ブログサービスを単体のサイトとし

て使用，または WEB サイトのコンテンツの一つとして利用することが

増加しました。 

ブログサービスが普及した後に SNS（ソーシャル・ネットワーキン

グ・サービス）が現れました。これはインターネット上で社会的ネット

ワークを構築するサービスで，お互いの更新情報が見えるようになって
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いるなど，ブログサービスよりも利用者同士でのコミュニケーションを

促進する仕組みが用意されています。 

その後，ミニブログと呼ばれるサービスが発生しました。ミニブログ

サービスは，指定された文字数以内での投稿で，選択したユーザーの投

稿を随時確認可能できるサービスです。「文章を発信する」ことより，ミ

ニブログではより気軽に発信を行うことができることから利用者が増加

しました。リアルタイムでの発信が可能なことから「今，何をしている」

「今，どこにいる」といった情報が中心であり，時間を共有している感

覚が生まれやすいのも特徴です。ミニブログの代表格とも言える

Twitter は，誰かが書いた投稿を友人に紹介する機能があるため，情報

が拡散されるスピードが速く，情報が瞬時に広がる事象も発生しました。

平成２３年に発生した東日本大震災においては，電話などが不通であっ

た中，その情報発信・共有力が認められたこともありました。 

これらのサービスは，流行による増減はあるものの，現在も全て利用

されています。時にサービスの一部として取り込まれ，時に補完しあう

形で継続的に利用されているのが現状です。 

地域情報化基本計画策定時は「如何にして WEB サイトを作るか？」

という観点から「如何にして WEB サービスを利用するか？」という観

点が重要であるとされており，まさに現在の状況を予測していたともい

えます。 

(4) その他の WEB サービスの変遷 

前述の通り，各種 WEB サービスの発展により，簡易に WEB サイト構

築が可能になると同時に様々な WEB サービスが技術とユーザーからの

ニーズにより発生しました。 

動画共有サービスでは誰でも簡単に動画を投稿・公開することができ，

公開した動画は，自分の WEB サイトに表示させることも可能になりま

した。このサービスを利用することで，イベントや作品を動画として提

供することが可能になったといえます。動画サービスでは，リアルタイ

ムで動画公開ができるサービスも出現し，登録をするだけで，誰でも簡

単に生放送で世界中に放送をすることが可能になりました。スマートフ
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ォン一つで放送することも可能であり，単純な動画だけでなく「今」と

いう時間も共有することが可能となったといえます。動画などを初めと

する様々な WEB サービスは，各種の WEB サービスと連携をとりつつ利

用することが多くなっています。 

これらサービスを検証すると，「共有」が一つのキーワードになってい

るように考えられます。「情報を共有する」「時間を共有する」ことで，

インターネットを媒体として新しい価値が生み出されるとともに，著作

権や肖像権など簡単に情報が共有されることの危険性に注意することが

必要です。 

 



25 

２ 地域情報化の目的の再確認 

こ れ ま で 調 布 市 の 地 域 情 報

化 は ，「 市 民 の 手 に よ る 」こ と

を テ ー マ と し て 進 め ら れ て き

ま し た 。平 成 １ ６ 年 ３ 月 の 地 域

情 報 化 基 本 計 画 の 策 定 に あ た

っ て も ，他 市 の 地 域 情 報 化 基 本

計 画 と は 異 な り ， 市 民 や 大 学 ，

事 業 者 が 中 心 と な り ，市 民 の た

め の 情 報 化 と し て ， 市 民 自 ら が 構 想 ， 実 施 の 一 部 を 担 う こ と を 前

提 に 策 定 さ れ て い ま す 。  

地 域 情 報 化 基 本 計 画 に お け る 市 の 役 割 と し て は ， 市 民 等 と 協 働

し て の 補 助 的 な 役 割 が 中 心 で 市 が 主 体 的 に 取 り 組 む べ き 地 域 情

報 化 の 視 点 は あ ま り 記 載 さ れ て い ま せ ん 。  

ア ク シ ョ ン プ ラ ン の 取 組 み と し て ， 調 布 市 で の 地 域 情 報 化 の 取

組 み に つ い て 振 り 返 る 中 で も ， 地 域 情 報 化 に 取 り 組 む 市 民 を ど の

様 に サ ポ ー ト す る か に 主 眼 が 置 か れ ， 市 が ど の 様 に 地 域 情 報 化 に

取 り 組 む か と い っ た 視 点 で は ， あ ま り 検 討 さ れ て い な か っ た こ と

が 確 認 で き ま し た 。  

そ の た め ， 今 後 ， 「 市 民 の 手 に よ る 地 域 情 報 化 」 と と も に 地 域

情 報 化 基 本 計 画 の も う 一 つ の テ ー マ で あ る 「 的 確 な 情 報 が ， 必 要

な 人 に ， よ り 分 か り や す く 伝 わ る 地 域 」 づ く り の た め に ， 市 と し

て ど の よ う に 取 り 組 ん で い く べ き か に つ い て も 検 討 す る 必 要 性

を 感 じ ま し た 。  

そ こ で ，次 に 市 民 の 手 に よ る 地 域 情 報 化 を 推 進 す る た め の 仕 組

に つ い て 検 討 す る と と も に ，市 が 取 り 組 む べ き 地 域 情 報 化 の 視 点

に つ い て 検 討 し た い と 思 い ま す 。  
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３  地域情報化を推進するための仕組 

～誰もが参加できる議論の『場』の設置～ 

平成１６年３月の地域情報化基本計画策定後，推 進 委 員 会 の 設 置 ，検

討 か ら 市 民 の 手 に よ り 主 体 的 に 地 域 情 報 化 を 推 進 す る た め の ク

リ ッ ク の 設 立 ， 市 が 進 め る 地 域 情 報 化 を 検 討 す る た め の 地 域 情 報

化 推 進 連 絡 会 議 の 設 置 な ど ，一 連 の 取 組 の 中 で「 市 民 の 手 に よ る 」

地 域 情 報 化 は 進 め ら れ て き ま し た 。  

こうした取組により，「市民の手による」地域情報化については，ある程

度進めることができましたが，今後も継続的に「市民の手による」地域情

報化を進めるためには，何らかの仕掛（仕組）が必要です。 

地域情報化基本計画の中では，「市民の手による」地域情報化を発展させ

るための条件として何点かが挙げられています。そのうち，「調整機関・組

織」については，クリックが設立され，市と地域情報化に関連する団体を

つなぐ役割を果たすなど，すでに実現しているものもありますが，全てが

実現しているわけではありません。 

例えば，市民が自らの手による

地域情報化を目指した構想や計画

を自律的・主体的に作り上げてい

くために「公論・討論の必要性」

が挙げられていますが，誰もが自

由に参加し，今後の地域情報化に

ついて議論できる「場」は設置さ

れていません。 

また，市では，推進連絡会議を

設置し，地域情報化を推進するた

め，関係各課と情報交換を行う場

を設けていますが，クリックを含

め，市民，事業者，教育機関等と

の連携は行われていませんでした。 
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そのため，クリックにより

市民，事業者，教育機関等が

今後の地域情報化について自

由に議論する「場」を設置し，

情報提供，意見交換を行いま

す。クリックは，議論の「場」

においては，中立，公平な立

場から参加者の合意形成や相

互理解をサポートする役割を

担います。 

クリックは，議論の「場」で話し合われた内容を市と共有するとともに，

市民の手による地域情報化の取組として，市に協力を求める必要がある場

合には，依頼を行うこととします。 

市では，クリックから依頼があった場合には，市としてどのような対応

ができるのか，推進連絡会議での議論を通じて検討することとします。さ

らに，推進連絡会議での意見や検討結果について，クリックを通じて議論

の「場」へと情報提供を行うこととします。 

今後は，この仕組により継続的に地域情報化を推進していくこととしま

す。 

連
携 

市民の手による地域情報化を
継続的に推進する仕組 
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【 活 動 イ メ ー ジ 】  

市内の在学・在住・在勤の活動者が

ＩＴを活用した企画を議論の場におい

て提案し，実現方法について検討を行

う。議論の場での検討結果を受けて参

加するメンバーは，関係・所属する団

体の協力を調整・実行することで実施

に貢献する。 

【 設 立 趣 旨 】  

これからの街おこしを担う若者と地

域と団体の人おこしをＩＴの力を活用

して行うことで「みんなでつくる調布の

未来」の実現に寄与する。 

地域情報化についての

議論の「場」イメージ
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４ 市が取り組むべき地域情報化 

こ れ ま で の 再 検 証 で ， 調 布 市 に お け る 地 域 情 報 化 で は ，「 市 民

の 手 に よ る 」 地 域 情 報 化 を テ ー マ と し ， 様 々 な 取 り 組 み が 市 民 と

の 協 働 に よ り 行 わ れ て き た こ と が 再 確 認 で き ま し た 。  

そ こ で ， 市 民 の 手 に よ る 地 域 情 報 化 に つ い て は ， こ れ ま で の 取

組 を 生 か し て 継 続 的 に 推 進 す る と と も に ， 市 が 主 体 的 に 取 り 組 む

べ き 地 域 情 報 化 の 視 点 に つ い て 取 り ま と め る こ と と し ま し た 。  

取 り ま と め に あ た っ て こ れ ま で の 取 組 を 振 り 返 っ て み る と ， 計

画 の 策 定 か ら 実 施 ま で に 多 く の 技 術 の 進 歩 や 社 会 情 勢 の 変 化 が

あ り ， こ の 傾 向 は 今 後 も 加 速 し て い く と 思 わ れ ま す 。 そ の た め ，

具 体 的 な 取 組 に つ い て 検 討 し 列 挙 し た の で は ， 取 り ま と め て す ぐ

に 陳 腐 化 し て し ま う 可 能 性 が あ り ま す 。  

そ こ で ， 今 回 は ， 具 体 的 な 取 組 を 検 討 す る の で は な く ，  

・ 市 民 の 手 に よ る 地 域 情 報 化  

・ 的 確 な 情 報 が ， 必 要 な 人 に よ り 分 か り や す く 伝 わ る 地 域 づ く り  

の ２ 点 を テ ー マ と し ， こ れ ら の 点 を 踏 ま え て ， 市 が 行 う 地 域 情

報 化 の 推 進 の 視 点 と し て ， 次 の ５ 点 を 位 置 付 け る こ と と し ま す 。 

 

(1 )  Ｉ Ｃ Ｔ 技 術 を 活 用 し た 積 極 的 な 情 報 発 信  

(2)  市 職 員 の 情 報 リ テ ラ シ ー （ 情 報 活 用 力 ） の 向 上  

(3)  市 民 の 情 報 リ テ ラ シ ー の 向 上  

(4)  情 報 発 信 す る 市 民 の 育 成 ， サ ポ ー ト  

(5)  市 民 と 協 働 し て の 情 報 発 信  
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(1 )  Ｉ Ｃ Ｔ 技 術 を 活 用 し た 積 極 的 な 情 報 発 信  

地 域 情 報 化 に お い て ， 市 が 最 も 取 り 組 む べ き 点 は ， 積 極 的 な

情 報 発 信 で す 。 こ れ ま で の 地 域 情 報 化 に お け る 市 の 役 割 と し て

は ， 市 民 の 手 に よ る 地 域 情 報 化 の 観 点 か ら 情 報 発 信 を 行 う 市 民

の サ ポ ー ト や 市 民 と の 協 働 に よ る 情 報 発 信 が 中 心 で し た 。  

一 方 で ， 地 域 情 報 化 の も う 一 つ の テ ー マ で あ る 「 的 確 な 情 報

が ， 必 要 な 人 に よ り 分 か り や す く 伝 わ る 地 域 づ く り 」 に つ い て

考 え て み る と ， 市 が 積 極 的 に 情 報 発 信 を 行 う こ と が 求 め ら れ て

い ま す 。  

地 域 情 報 化 基 本 計 画 策 定 以 降 ， Ｉ Ｃ Ｔ 技 術 を 活 用 し た 情 報 発

信 に つ い て は ， 予 想 を は る か に 超 え 多 く の 技 術 の 進 歩 や 新 し い

サ ー ビ ス の 提 供 な ど が 進 ん で い ま す 。  

市 で は ， 平 成 ２ ３ 年 に は 調 布 市 公 式 ツ イ ッ タ ー ， 平 成 ２ ４ 年

に は 緊 急 速 報 メ ー ル な ど 新 た な Ｉ Ｃ Ｔ 技 術 を 活 用 し た 情 報 発 信

に 取 り 組 ん で い ま す 。 今 後 も ， 的 確 な 情 報 を 必 要 な 人 に よ り 分

か り や す く 伝 え る こ と が で き る よ う ， 新 た な 技 術 に つ い て 情 報

収 集 に 努 め ，よ り 効 果 的 な 情 報 発 信 に 取 り 組 む 必 要 が あ り ま す 。 

ま た ， 近 年 の Ｉ Ｔ 化 の 進 歩 に よ っ て 膨 大 な 情 報 が 増 加 ・ 氾 濫

し ， 手 を 伸 ば せ ば い く ら で も 情 報 を 入 手 す る こ と が で き る よ う

に な り ま し た 。 あ り と あ ら ゆ る 情 報 が 手 に 入 る 反 面 ， 本 当 に 有

益 な 情 報 か ど う か を 判 断 し な け れ ば な り ま せ ん 。  

こ う し た 状 況 の 中 で 市 が 発 信 す る 公 式 な 情 報 の 重 要 性 が 高 ま

っ て い ま す 。 と り わ け Ｉ Ｃ Ｔ 技 術 を 活 用 し た 唯 一 の 公 式 情 報 発

信 母 体 で あ る オ ウ ン ド メ デ ィ ア （ ホ ー ム ペ ー ジ ） の 重 要 性 が 高

ま っ て き て い ま す 。 そ の た め ， 情 報 発 信 者 で あ る 市 が ， 市 民 に

対 し て ， い か に 正 し く ， 分 か り や す く 情 報 を 届 け ら れ る か が 求

め ら れ て い ま す 。  
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こ の 視 点 に 該 当 す る 代 表 的 な 事 業 と し て は ， 次 の よ う な 事 業

が 考 え ら れ ま す 。  

 

ア  調 布 市 ホ ー ム ペ ー ジ （ 広 報 課 ）  

イ  週 刊 マ ル ち め ～ る （ 広 報 課 ）  

ウ  調 布 市 公 式 ツ イ ッ タ ー （ 広 報 課 ）  

エ  調 布 安 全 安 心 メ ー ル （ 総 合 防 災 安 全 課 ）  

オ  市 民 防 災 情 報 メ ー ル （ 総 合 防 災 安 全 課 ）  

カ  緊 急 速 報 メ ー ル （ 総 合 防 災 安 全 課 ） な ど 。  
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(2 )  市 職 員 の 情 報 リ テ ラ シ ー （ 情 報 活 用 力 ） の 向 上  

Ｉ Ｃ Ｔ 技 術 を 活 用 し た 積 極 的 な 情 報 発 信 を 行 う た め に は ， 発

信 す る 市 職 員 の 情 報 リ テ ラ シ ー の 向 上 が 必 要 と な り ま す 。  

日 々 ， 新 し い 技 術 や サ ー ビ ス が 提 供 さ れ る 現 代 に お い て は ，

最 新 の 情 報 化 社 会 の 動 向 に か か る 情 報 収 集 や 専 門 的 な 技 術 ・ 知

識 等 を 幅 広 く 身 に つ け ， そ れ ら を 有 効 に 活 用 し ， 市 民 サ ー ビ ス

に 結 び 付 け る こ と が で き る よ う に す る 必 要 が あ り ま す 。  

ま た ， こ の 点 に つ い て は ， 市 と し て の 取 組 だ け で な く ， 各 職

員 が 最 新 動 向 の 把 握 や 高 度 な 知 識 ・ 技 術 等 の 習 得 に 日 頃 か ら 取

り 組 む な ど の 自 己 研 さ ん も 必 要 と 考 え ら れ ま す 。  

 

こ の 視 点 に 該 当 す る 代 表 的 な 事 業 と し て は ， 次 の よ う な 事 業

が 考 え ら れ ま す 。  

 

ア  広 報 連 絡 員 研 修 （ 広 報 課 ）  

イ  情 報 化 推 進 員 研 修 （ 情 報 管 理 課 ）  

ウ  パ ソ コ ン 研 修 （ 人 事 課 ）  

エ  ウ ェ ブ ア ク セ シ ビ リ テ ィ ・ ユ ー ザ ビ リ テ ィ 研 修 （ 人 事 課 ）

な ど 。  
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(3 )  市 民 の 情 報 リ テ ラ シ ー の 向 上  

地 域 情 報 化 に お け る 主 役 は ， 市 民 で す 。 あ る 時 に は 市 が 発 信

し た 情 報 を 受 け 取 り ， ま た ， あ る 時 に は 市 と 協 働 し て 又 は 自 ら

進 ん で 情 報 発 信 す る こ と に な り ま す 。 地 域 情 報 化 に お い て ， 市

民 は 情 報 の 受 け 手 に も 送 り 手 に も な る 存 在 で す 。  

そ の た め ， 地 域 情 報 化 に お い て 市 民 に は ， 発 信 さ れ た 情 報 を

活 用 す る 能 力 や 情 報 機 器 や ネ ッ ト ワ ー ク を 活 用 し て ， 情 報 や デ

ー タ を 取 り 扱 う 基 本 的 な 知 識 や 能 力 （ 情 報 リ テ ラ シ ー ） が 求 め

ら れ ま す 。  

 

こ の 視 点 に 該 当 す る 代 表 的 な 事 業 と し て は ， 次 の よ う な 事 業

が 考 え ら れ ま す 。  

 

ア  中 高 年 の た め の 初 心 者 パ ソ コ ン 講 習 会 及 び パ ソ コ ン 教 室

サ ロ ン の 実 施 （ 生 涯 学 習 交 流 推 進 課 ）  

イ  市 民 団 体 の た め の パ ソ コ ン 講 習 会 及 び パ ソ コ ン 教 室 サ ロ

ン の 実 施 （ 生 涯 学 習 交 流 推 進 課 ）  

ウ  パ ソ コ ン 教 室 （ 西 部 公 民 館 ） な ど 。  
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(4 )  情 報 発 信 す る 市 民 の 育 成 ， サ ポ ー ト  

地 域 情 報 化 基 本 計 画 に お い て ， 市 民 の 手 に よ る 地 域 情 報 化 の

課 題 と し て 次 の 4 点 が 挙 げ ら れ て い ま す 。  

・ 身 近 な 情 報 を 得 る こ と が で き な い （ 情 報 が 埋 も れ て い る ）  

・ 情 報 を 伝 え に く い （ 市 民 に 有 効 な 発 信 手 段 が な い ）  

・地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ で の 希 薄 な 人 間 関 係 か ら 情 報 の マ ッ チ ン グ

が 難 し い  

・ 調 布 の 地 域 特 性 に 合 っ た 情 報 化 が な さ れ て い な い 。  

こ れ ら の 課 題 を 解 決 す る た め に は ， 地 域 の 情 報 を 発 信 す る 市

民 の 育 成 ， サ ポ ー ト が 必 要 で す 。  

「 的 確 な 情 報 が ，必 要 な 人 に ，よ り 分 か り や す く 伝 わ る 地 域 」

を 作 る た め に は ， 市 民 自 ら が 地 域 の 特 性 に 合 っ た 身 近 な 情 報 を

収 集 し ， 地 域 の 人 達 に 伝 え ， 地 域 の 課 題 解 決 に 役 立 て る 必 要 が

あ り ま す 。  

近 年 ソ ー シ ャ ル メ デ ィ ア な ど の 発 達 に よ り ， 広 く 情 報 を 発 信

す る こ と は 容 易 に な り ま し た 。 し か し ， 発 信 し た 情 報 を 本 来 伝

え た い 地 域 の 人 た ち へ 伝 え る た め の 有 効 な 発 信 手 段 は 多 く は あ

り ま せ ん 。 そ の た め ， 地 域 の 多 数 の 人 か ら 認 知 さ れ ， 支 持 さ れ

る 情 報 発 信 手 段 を 市 が 用 意 し 提 供 す る と と も に ， 情 報 の 発 信 者

を 育 て る こ と が 必 要 と な り ま す 。  

 

こ の 視 点 に 該 当 す る 代 表 的 な 事 業 と し て は ， 次 の よ う な 事 業

が 考 え ら れ ま す 。  

 

ア  広 報 課 業 務 （ 市 報 ， Ｈ Ｐ ）（ 広 報 課 ）  

イ  さ が す 見 つ か る シ ス テ ム （ 生 涯 学 習 交 流 推 進 課 ）  

ウ  生 涯 学 習 体 験 発 表 会 （ 生 涯 学 習 交 流 推 進 課 ）  

エ  調 布 市 高 校 生 フ ィ ル ム コ ン テ ス ト の 実 施 （ 産 業 振 興 課 ）  

オ  調 布 の 商 店 会 Ｃ Ｍ （ 産 業 振 興 課 ） な ど 。  
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(5 )  市 民 と 協 働 し て の 情 報 発 信  

市 が 発 信 す る ほ と ん ど の 情 報 は ， 市 民 に 向 け て 発 信 さ れ て い

ま す 。 そ の た め ， 情 報 の 受 け 手 で あ る 市 民 が 分 か り や す い よ う

に ， 市 民 目 線 で 情 報 を 発 信 す る 必 要 が あ り ま す 。  

調 布 市 の 地 域 情 報 化 で は ，「 市 民 の 手 に よ る 地 域 情 報 化 」，  

「 的 確 な 情 報 が ， 必 要 な 人 に よ り 分 か り や す く 伝 わ る 地 域 づ く

り 」 の ２ 点 を テ ー マ と し て お り ， こ の 点 か ら も 可 能 な 限 り 市 民

と 協 働 し て 情 報 発 信 を 行 う べ き で あ る と 考 え ら れ ま す 。  

 

こ の 視 点 に 該 当 す る 代 表 的 な 事 業 と し て は ， 次 の よ う な 事 業

が 考 え ら れ ま す 。  

 

ア  サ ー ク ル ガ イ ド ブ ッ ク ・ 市 民 活 動 団 体 リ ス ト （ 生 涯 学 習 交

流 推 進 課 ）  

イ  地 域 活 動 情 報 誌 発 行 （ 協 働 推 進 課 ）  

ウ  調 布 市 男 女 共 同 参 画 推 進 セ ン タ ー 通 信 「 し ぇ い く は ん ず 」

の 発 行 （ 男 女 共 同 参 画 推 進 課 ）  

エ  市 民 と の 協 働 に よ る 地 域 情 報 の 提 供 （ 図 書 館 ） な ど 。  
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おわりに 

 

今 回 の 検 討 で は ，地 域 情 報 化 基 本 計 画 策 定 か ら こ れ ま で の 取 組 に つ

い て 振 り 返 る と と も に ，当 初 掲 げ ら れ て い た 調 布 市 の 地 域 情 報 化 の 目

的 を 再 確 認 し ま し た 。 そ し て ， 調 布 市 の 地 域 情 報 化 の 目 的 で あ る  

・ 市 民 の 手 に よ る 地 域 情 報 化  

・ 的 確 な 情 報 が ， 必 要 な 人 に よ り 分 か り や す く 伝 わ る 地 域 づ く り  

の 二 つ の 目 的 を 達 成 す る た め に ，こ れ か ら の 地 域 情 報 化 に ど の よ う な

取 組 が 必 要 な の か 検 討 し ま し た 。  

こ れ ま で ，市 民 等 の 取 組 と し て は ，地 域 情 報 化 基 本 計 画 の 検 討 の 中

で 設 立 さ れ た ク リ ッ ク が 中 心 と な り 進 め ら れ て き ま し た 。一 方 で 市 の

取 組 と し て は ，推 進 連 絡 会 議 を 設 置 し ，関 係 各 課 と 情 報 交 換 を 行 い な

が ら 地 域 情 報 化 を 推 進 し て き ま し た 。そ れ ぞ れ に 取 組 は 進 め ら れ て き

た も の の ， そ れ ぞ れ が 連 携 す る 仕 組 は あ り ま せ ん で し た 。  

そ こ で ， こ れ か ら の 地 域 情 報 化 の 推 進 の た め 市 民 ， 事 業 者 ， 教 育 機

関 等 と 行 政 と の 連 携 の 仕 組 を 作 る こ と と し ま し た 。連 携 に あ た っ て は ，

ク リ ッ ク に 中 心 的 な 役 割 を 担 っ て も ら い ま す が ，市 と ク リ ッ ク と の 連

携 に な ら な い よ う ， 誰 も が 参 加 で き る 「 議 論 の 場 」 を 設 置 し ， 議 論 さ

れ た 結 果 に つ い て 意 見 交 換 す る こ と と し ま し た 。  

ま た ，市 が 取 り 組 む べ き 地 域 情 報 化 に つ い て も ，調 布 市 の 地 域 情 報

化 の 二 つ の 目 的 を 踏 ま え て 見 直 し を 行 い ，５ つ の 視 点 を 位 置 付 け ま し

た 。  

今 後 は ，こ の ５ つ の 視 点 に 基 づ い た 取 組 を 進 め る と と も に ，議 論 の

場 を 通 じ て の 市 民 ， 事 業 者 ， 教 育 機 関 等 と の 連 携 の 仕 組 を 活 用 し ， 地

域 情 報 化 を 推 進 し て い き ま す 。  

 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資 料 編 
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１  平 成 ２ ０ 年 度 地 域 情 報 化 関 連 事 業 に 係 る 調 査  

(1)  調 査 内 容  

地 域 情 報 化 の 関 連 事 業 と し て 以 下 の 事 業 を 定 義 し ， 市 民 と の 協

働 の 有 無 に つ い て も 照 会 し た 。  

対 象 と し た 事 業  
該 当
件 数

１  市民に向けて情報発信するもの（発信するメディアは問わず。） ４ ７

２  市民ニーズを収集するもの ７

３  市民・地域の情報を収集・活用するもの １ ９

４  地域メディア（調布ＦＭ放送，ケーブルテレビ等）を活用するもの ６

５  その他，情報発信・情報収集・市民との協働事業として考えられるもの ３ ７

※ 該 当 件 数 は ， 重 複 あ り 。  

(2)  調 査 結 果 一 覧 （ 組 織 順 ）  

２ ８ 課 か ら ６ ５ 事 業 に つ い て 回 答 が あ り ， そ の う ち ， 市 民 と の

協 働 実 施 の 可 能 性 が あ る 事 業 が ３ ７ 事 業 ， 実 際 に 市 民 と 協 働 実 施

を し て い る 事 業 が ２ ５ 事 業 あ り ま し た 。  

所   管   課  

 事  業  名  称  該 当 項 目  
協 働 の
可 能 性

協 働 の
有  無

政 策 企 画 課  

１  市 民 意 識 調 査  ２  無  -  

２  ま ち づ く り デ ー タ ブ ッ ク の 発 行  １  無  -  

広 報 課  

３  広 報 課 業 務 （ 市 報 ， Ｈ Ｐ ）  １ ， ５  有  有  

総 務 課  

４  地 域 資 料 連 絡 会  ３  無  -  

人 事 課  

５  窓 口 サ ー ビ ス ア ン ケ ー ト 調 査  ２  無  -  

情 報 管 理 課  

６  市 民 テ レ ビ 局 フ ォ ー ラ ム ２ ０ ０ ８  ５  有  有  

管 財 課  

７  調 布 市 E S C O 事 業  １  無  -  

総 合 防 災 安 全 課  

８  調 布 安 全 安 心 メ ー ル  １  無  -  

市 民 相 談 課  

９  広 聴 事 業  １ ， ２  無  -  

文 化 振 興 課  

10 消 費 者 啓 発  １  無  -  

11 「 消 費 者 だ よ り 」 発 行  １ ， ５  有  有  
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所  管  課 

 事 業 名 称 該当項目 
協働の
可能性

協働の
有 無

男女共同参画推進課 

12 調布市男女共同参画推進センター通信「しぇいくはんず」の発行 １，５ 有 無 

13 情報発信事業 ホームページ作成・運営 １，５ 有 無 

14 情報発信事業 図書コーナーの運営 １，５ 有 無 

15 男女共同参画広報紙「あたらしい風」の発行 １，５ 有 有 

16 男女共同参画に関する調布市市民意識調査 ２ 無 - 

17 男女共同参画推進プランの策定 ２，５ 有 有 

18 ＤＶ防止計画の策定 ２，５ 有 無 

19 市民企画による男女共同参画イベント（輝きフェスタ）の実施 ５ 有 有 

20 事業のＰＲ １，４，５ 有 無 

生涯学習交流推進課 

21 調布市生涯学習ガイドブック作成 １，３ 無 - 

22 サークルガイドブック・市民活動団体リスト １，３，５ 有 有 

23 生涯学習情報システム「さがす見つかるシステム」開発運用 １，３，５ 有 有 

24 コミュニティＦＭ放送番組製作等委託 １，４，５ 有 無 

25 生涯学習情報コーナーでの相談業務 ２，３ 無 - 

産業振興課 

26 商店会等の情報化の推進 ３ 無 - 

27 観光情報の発信 １，３ 無 - 

28 映画産業振興事業 １，５ 有 無 

29 メール発信事業 １ 無 - 

協働推進課 

30 地域活動情報紙発行事業 １，３，５ 有 無 

31 「地区協議会だより」の発行 １，３，５ 有 無 

乳幼児発達課 

32 （仮称）個別記録票の活用について １，５ 有 無 

児童青少年課 

33 全館事業・ウルトラキャンプ ５ 有 有 

34 全館事業・児童館対抗スポーツ大会 ５ 有 有 

35 児童青少年フェスティバルこどもスペシャルイベント １，５ 有 有 

36 各館事業・児童館キャンプ，納涼会，おばけやしき等 １，５ 有 有 

37 児童館まつり １，５ 有 有 

38 各館事業・定例サークル事業 ５ 有 有 

39 各館事業・単独事業 ５ 有 有 

40 子育てひろば事業 １，５ 有 有 
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所  管  課 

 事 業 名 称 該当項目 
協働の
可能性

協働の
有 無

子育て推進課 

41 子育て支援活動情報の集約 ３，５ 有 無 

42 子ども家庭支援センターすこやかの運営 １，５ 有 有 

43 手当・医療費助成・補助金の支給 １ 無 - 

44 保育園等の運営 １，５ 有 有 

45 子育て支援情報の提供 １，５ 有 無 

健康推進課 

46 

１ 情報提供パンフレット作成（健康ガイド） 

２ 健康講座放送（健康一口メモ） 

３ 健康カレンダー配布 
１，４ 無 - 

介護保険担当 

47 介護保険制度に係る周知事業 １，４ 無 - 

環境政策課 

48 こどもエコクラブ事業 ５ 有 有 

ごみ対策課 

49 （仮称）ごみ収集者作業情報 １ 無 - 

教育総務課 

50 ちょうふの教育 １ 無 - 

51 ラジオレター調布の教育（調布ＦＭ） １，４，５ 有 有 

指導室 

52 「指導室だより  調布の子どもたちに」 １，５ 有 有 

社会教育課 

53 「社会教育情報紙コラボ」の発行 １，５ 有 有 

図書館 

54 市民の手によるまちの資料情報館 １，３，５ 有 有 

55 調布および図書館に関する新聞記事データベース ３ 無 - 

武者小路実篤記念館 

56 調布市武者小路実篤記念館 館報 「美 愛 眞」 １ 無 - 

57 調布市武者小路実篤記念館ホームページ １ 無 - 

西部公民館 

58 公民館専門教育通信発行 １，３ 無 - 

東部公民館 

59 公民館専門教育通信発行 １，３ 無 - 

北部公民館 

60 公民館専門教育通信発行 １，３ 無 - 

郷土博物館 

61 「郷土博物館だより」の発行 １，３，５ 有 有 

62 「調布の文化財」の発行と配布 １，３ 無 - 

63 市民放送局へのサポート ４，５ 有 有 

64 展示パンフレットの発行と配布 １，３ 無 - 

65 文化財刊行物の発行と頒布 １，３ 無 - 
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２  平 成 ２ ３ 年 度 地 域 情 報 化 関 連 事 業 に 係 る 調 査  

(1)  調 査 内 容  

地 域 情 報 化 の 関 連 事 業 と し て 以 下 の 事 業 を 定 義 し ， 市 民 と の 協

働 の 有 無 に つ い て も 照 会 し た 。  

対 象 と し た 事 業  
該 当
件 数

１  
市民に向けて情報発信するもののうち市民との協働の可能性がある

もの（発信するメディア（広報誌，インターネット等）は問わず。）
４ ０

２  地域メディア（調布ＦＭ放送，ケーブルテレビ等）を活用するもの ２ ３

３  市民が必要とする情報を調査，収集するもの １ ７

４  市民の情報発信をサポートするもの ２ ９

５  市民向けＩＴ講座（パソコン教室等）を開催するもの ４

６  その他，現在検討中の事業で上記各号に該当するもの １

※ 該 当 件 数 は ， 重 複 あ り 。  

(2)  調 査 結 果 一 覧 （ 組 織 順 ）  

２ ９ 課 か ら ８ ２ 事 業 に つ い て 回 答 が あ り ， そ の う ち ５ ９ 事 業 が

市 民 と の 協 働 に よ り 実 施 さ れ て い ま し た 。 ３ ３ 事 業 が 継 続  

所  管  課 

 事 業 名 称 該当項目
協働の

有 無

政策企画課 

１ 市民意識調査 ３ 無 

２ 市民との情報共有ミーティングの実施 ３ 無 

３ 次期総合計画の策定 １･２ 有 

広報課 

４ 市報等発行事務 １ 無 

５ 声の広報(視覚障害者用ｶｾｯﾄﾃｰﾌﾟ) １ 無 

６ テレビ広報ちょうふ ２ 無 

７ 調布市ほっとインフォメーション ２ 無 

８ 調布市ホームページ １ 有 

人事課 

９ 窓口サービスアンケート調査 ３ 無 

情報管理課 

10 地域情報化基本計画推進事業 ３･４ 有 

市民相談課 

11 調布市インターネット市政モニター制度 ３ 無 
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所  管  課 

 事 業 名 称 該当項目
協働の

有 無

文化振興課 

12 消費者啓発 ２ 無 

13 「消費者だより」発行 １･４ 有 

14 調布市せんがわ劇場各種実行委員会事業 １･２ 有 

15 消費者まつりの実施 １･４ 有 

16 消費者講座実施運営 １ 有 

生涯学習交流推進課 

17 生涯学習出前講座の実施 ２ 無 

18 生涯学習体験発表会 ４ 有 

19 
中高年のための初心者パソコン教室の実施 

エクセル２００７入門講座の実施 
５ 有 

20 市民団体のためのパソコン講習会及びパソコン教室サロンの実施 ５ 有 

21 サークルガイドブック・市民活動団体リスト １ 有 

22 生涯学習情報システム「さがす見つかるシステム」開発運用 １･４ 有 

23 コミュニティＦＭ放送番組製作等委託 ２ 有 

24 生涯学習に関する相談，情報提供の実施 ３･４ 無 

25 生涯学習サークル体験事業 ４ 有 

協働推進課 

26 コミュニティづくりの推進 １･３･４ 有 

27 地区協議会の設立と支援 １･４ 有 

28 市民参加・協働のしくみづくり １･３ 有 

29 市民活動支援センターの運営 ３･４･５ 有 

30 地域活動情報紙発行事業 １･４ 有 

31 「自治連協ちょうふ」の発行 １･４ 有 

32 いやしとふれあいの旅事業 １･２ 有 

男女共同参画推進課 

33 男女共同参画推進指導員の設置 ３ 有 

34 男女共同参画啓発事業の実施 ３･４ 有 

35 調布市男女共同参画推進センター通信「しぇいくはんず」の発行 １ 有 

36 ホームページ作成・運営 １ 有 

37 図書コーナーの運営 １ 有 

38 男女共同参画に関する調布市市民意識調査 ４ 無 

39 
市民企画による男女共同参画イベント（男女共同参画推進フォーラム

「しぇいくはんず」）の実施 
１･４ 

有 

40 事業のＰＲ ２ 有 
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所  管  課 

 事 業 名 称 該当項目
協働の

有 無

産業振興課 

41 調布市高校生フィルムコンテストの実施 １･２ 有 

42 「映画のまち調布」の推進 １ 有 

43 
調布フロンティア・プロジェクト 

（エリアワンセグ放送を活用した地域活性化の取組） 
１･２･４ 有 

44 調布の商店会ＣＭ ４ 有 

45 調布の商店会ＣＭを見て賞品ゲット!! １･２･３ 有 

46 調布市元気を出せ商店街事業 １ 有 

農政課 

47 農業まつりの実施 ４ 有 

スポーツ振興課 

48 「スポーツ推進委員だより」の発行 １ 有 

49 ニュースポーツ交流会（仮称） １ 有 

子育て支援課 

50 子育て支援に関する情報提供の推進 １･３･４ 有 

児童青少年課 

51 児童館まつり １ 有 

福祉総務課 

52 災害時要援護者避難支援プラン ６ 有 

53 調布市民福祉ニーズ調査 ３ 有 

高齢福祉担当 

54 広報協力員の活用（地域包括支援センター事業） １ 有 

55 見守りネットワーク事業 １ 有 

介護保険担当 

56 介護保険制度に係る周知事業 ２ 無 

健康推進課 

57 健康づくり市民活動の支援 ４ 有 

58 

１ 情報提供パンフレット作成（健康ガイド） 

２ 健康講座放送（健康一口メモ） 

３ 健康カレンダー配布 

４ TV広報 

２ 無 

59 健康情報の提供 ２ 無 

60 食育に関する情報の提供 ２ 無 

61 食育推進事業の実施 1･2･3･4 有 

環境政策課 

62 喫煙マナーアップキャンペーン １ 有 

63 多摩川自然情報館の管理運営 １ 有 

64 多摩川・野川クリーン作戦 ２ 有 
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所  管  課 

 事 業 名 称 該当項目
協働の

有 無

ごみ対策課 

65 廃棄物減量及び再利用促進員の支援 １ 有 

66 ごみ減量・リサイクル広報（ごみ減量運動） ２ 有 

教育総務課 

67 ラジオレター調布の教育（調布ＦＭ） １･２ 有 

指導室 

68 調布ＦＭにおける小・中学校連合音楽会収録及び放送 ２ 無 

69 布田小学校ホームページ更新 ４ 有 

社会教育課 

70 社会教育学習グループのサポート １･４ 有 

71 「社会教育情報紙コラボ」の発行 ４ 有 

東部公民館 

72 公民館専門教育通信発行 ４ 無 

西部公民館 

73 パソコン教室 ５ 無 

74 公民館専門教育通信発行 ４ 無 

北部公民館 

75 公民館専門教育通信発行 ４ 有 

図書館 

76 利用者懇談会 ３ 有 

77 市民との協働による地域情報の提供 １･３･４ 有 

78 図書館事業案内（広報活動） ２ 無 

79 図書館ボランティア活動 １ 有 

郷土博物館 

80 市民放送局へのサポート ４ 無 

81 「郷土博物館だより」の発行 １ 有 

選挙管理委員会事務局 

82 調布ＦＭによる選挙期日のＰＲ放送 ２ 無 
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